
〔7〕 蜘 圧点の汁井

最大J監正成の位tlはJyrrl(0.1)(=あることが ⊂6)

の計■にて知らTLる.(23)式よq

kJ ']+芸7.-,/.(;十方)

(,/,F.,P に区間 (O,I)に瓜する官を軌 ､で

A-_Ij里ど(Jig聖 旦吐 旦L姐 生と
5817+0079+2

I157
この位を (】2)式t=代入して

(I-71b'-1652, ,_=2532

I.." rhの店を (20)式に代入して

P_-L87aW

を周 る｡∫;uニI=上って軒37:されl'.:労相 元を函奈する

と次の如 くなる｡(前rf参糾,但 しPはkgJCm7i=て示す)

Y Ji tI

て一つ髪吉葉とLTこ場合の柁円弧 併没が柑ちれf=.而

してこの鰍 二当-て僻 とてLは 7-‡ 網 いた

〟.之は Chrbonnlerの脚 I=於いて軌 二用いら

れf=ところであって解法のEP盤的柑産を甚しく倍下す

ることはTLi･'Cあろう.即ちこの際 は従来の解伽

f一皮を蔽ね糾 しつつ丈に多紅火窮の油含櫛 の解法

に適ナる如 く虻訳したものである.まTこ井例に於いて

知り柑る血 くその計井はBiめて佃JP実用的と思考せ

らrLる.

以上の解法を迎払 glこ拡鎖すrLは恐らくは狐色火難

(=遠合すへを理虫式が縛られるのではあるよいか｡こ

のLl.ほ同経の堺妃1=倶つ.
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以上によって特碑 をBIにする多数の火訳を混合し rtN)nmerのPIiE∠芦

新 発破 理 除 の実 際 面へ の適 用

- 引 破 () 主 応 力 破 頓 説 -

(q 抑 31jFIJJ20日 受 託)

村 Tq 勉 ･ElrI･ 一 三

(llホ油m神米仝ji来世エJA)

§1符 丁

岩石兼良の鮫の鼓盛取払 まかなり汲控なbので,一

役!=はこhを説港的(=解析することは相当而8宅であ

り,佃恥な二,三の軟式nz以て1心し得られるものでは

lJl.L｡う巳に桝 噂は1),日由両Ẑ有する発鼓の阿国を

力学的に考究し.先ず発破の色男万世式をT.:ててこil

を彦当な算界漆件の下I:なるべ くLR蛾r=併合.岩石内

の各点に放ける主応力の大きさと′その方向を頼 める

ことが出来T=.そして鉄扉の相 が引i5り主払力であ

ることを経 として,髄 の醐 倭岳の鮒 の-自由

面発取では,l控斗殉教が 13-日 脚近1=TLるような

設計が俵も舶 斡りと℡丸ることを明らかにLfこ｡

今回はその報告を基経として,Fに実用cl]乱 =iC毘さ

せT=抱粂E=ついて報告する｡これによれはzl蛸 孔の形
状はもちろん,菅連発故から中朝舞払 大発破に至る

各豆の発色方式,空l:は芯庄気体を利用する発軌 二村

しても.これら!=fFう妨現敢とともにそれぞれ講足な

現明Ẑ番えることが出来て.-つの新しい発乾瓢杜を

形成することがuI斗ころ｡

S2 7X碑装薬の傭件

m潤に放て,脚 は球状耕 ,-El由斬罪鼓の初

台'=,磐石Fglこ発生する主肱力分布をTf罪し,EEltの

如き糊 主を柑T=.そのとき掛 拝辞として,岩石1=体

統封 ヒの1Lい坊合は,普通に用いられているFrの自由

面Iこ55ける肺件.即ち頚髄 力 q"爪-0T/用いT=が射

石t=件故を化を考える一校の秒合'Tは,相に自由面の

みで dl】Dt如10n(体鎖変1t:)8メOを用いT.:I).これは

翌鍬 =新しさを耕入するものであるが.発破現41が兎

めて短時間であって.自由面では僅かの体故変化が鼓

qlをt)T=らナと考えられるからである｡

包 1で欠勤 土圧取払 力の方向を戻し.引摂り主応

力はこの柏にTlVlである.従って前報では引碧r)t=よ
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∴ ∴ ･-~~~団 1 先払の群の

JB九分4'って生ず石丸Gtの方向が.団の矢印の方

軌 こ一致することを述べておいT=.'̂点は港ヰ孔

の1氾点と位番するもので.その血生は∠ZOIt'を

P.とするとIL-■1n-lIr 2-18(d.2L)I

(2.:)て与えられる.ここ(=pは老中政和 ,

･･は煙発丘の作用単作 (払 半径とは必ずしも-鼓しILい). 入′

,Y'Ei鵬 が己ヨされ一二Ⅰ血 丘の袖 と守ん,'_'もの

である.同ITP<上り小さい角皮を以て0,-zHるdLRは,方式を

示す欠坪を'=e-つて自由面に暮することがめ.宗るが.

I)<よ77大,I_-る角度のものではそれが不可能に11る.従ってこれを逆に考えれば.如何に強力

''L一様#⊆を佐用しても,兼JLを対してOを大..*くLT

J.-いnr),弼斗孔ほL)̂'を積んだ亀虫抜上り外向に

は生じf!Uドニとl=TLる.和らI{は溢斗孔の氾

一二なる瓜であり,これがN-点や雨kTと年んfヱ理由で

ある.fL'瓜の位fKは式 (2i)より明 らか7'L如く.丑小紙

抗投IDが一定flらは.作用半抜｡I=1つ

て変り,･･の大きいbl漏斗孔も大 き くな

る可任蛭がある (包 2).しかしi馳 I(を与える L'C

が如何(=大きくむっでも,爆発の力が 0̂ '良の金具1ニZLってALSlを生じこせる

亡～(抹

巾のJj盛EllO~l隠して設tr)8 2 -】.

加 の変化に仲うF'の文化 20. ｣ に充分でなけ川 L

.これ1,1その三三六のuヰ孔 こ.▲'ごり柑{_'い .王
T=放送の如 く.脈 の力がW E,I:=強大でち,(=1)式で与えられる ～̀ 上り:べきTJ.'生さ斗孔

はiil菜ないのであるから.は策の力がTEOJ{崩にA

虫を生じ∈せるI:盛事:こしてたき･-ごろときが.*も柵 且つ牡斉的fL弊政 ということが出･=

-るbけである.換trナrLは1.これがel棚 の齢 に外なら

11い.OtL'投の上では.捷詔から鼓も遠I､̂'

点の空ける応力が兼小IlIあるから.相

のfE拝にはLL'点IFの故窃描件fz)か ､れほ J:く.fL

'点の引当り瓜力は.(2,1)式て4

9らIヽる P-を使ってqx-4(岩)凸,･cos,eesL
n"e (22)と砕 くことが出来る.JA '三前qが )(1

0.1)式Jが-12''(こ)
lco巧言-2は)･2(蕊 )'(I･差)-,2(

,ap-)3cc83p･S可･･･一号(:)'cDS,F臣(意)

-(意 )ち(.+告)-6(意)- つ一-sLn

･plの何れかに,(2I)式をft入すれば待ち

Llる (J{点ては4"fIrrが_Qり立つ).(2二)式中の l)=ま(21)

式によって d=Tの班であるから.(2.2

)式は鈷FT4J〃つVの硬 に1J.1る.これを明

らかにする'=め.血二■の各位'=ついて .ムニ)式の:賢釘 伴 を行ってみると.洪 lのb.=t投茄が和

ら汁,こ11̂L村野′ク71:衰bLIこZZl3から.(三=)式

の近似式として qr-055(蕊)きOp く213,

の成り立つことがわかる.従って岩石

の別盟り政孝綴滋 l ･･2LL.ナナdJ;.tIの耶-界柵果

.亡.p入′′2J''-0 人′2F/-05 ^

'一2JL-1.O8.C2 5

1与XZO-IO.Cl 12tx

l⊂-iO.(姑 135×10

Il-.〔8 3.
CSxIC一一〇.tD 5u 汰

1(I~10.15 1一Jxlo

一lこ,2〇 3.4OrtC~}

C.こ3 占.OE

x10-)ご30 9.只)i!〇~I 518x

101dI22x
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前粂仏和Bの'JP ihlへの池nJ

Ea 3 L･,加 対のdEl･刈叔 〆ケア

卦 を qLとすれlZ

忘 ･(岩 )I,, (三弓)

が '̂点lこ蛸 の先生する掠件,即ち換冒すtlは&'他

罪の抜件ということに1Lる.

ここで廿石内(=生する眼 の影恥 こついて一丁述べ

て31こう.この現■では,図 1からL,朗らかTL如 く.

32枚のEFに現れる&句は胎 から放射状をZZして宏が

ること/Jt推定∈J･t.こilは王丁二元速度等軌 =よる矢野
芳鞍の現虫の群折 鈷 粂-)とも一五するのである.

S3 繍 乱用塁の拡大及び物年書

前fl'二も並へT=如 く,井牡の軌 二現hる貼 附近の

t*柏▲ま.次の三つのJd(=か すで考 えるこCが出去る

(l氏1.

由由i)

iiiiiii -

療
Eq 1 4it和正J)ttJ

(I) 鰍 nSl･. これは潮 を筋 こ且放 し

T=ときの溝Dsで.領土をL.輩災比王をJとナ11は

･t･-(忘 J4')'J (3･,)

L=相当する.

(ll) 蜘 半匹 nI は発に1つて押し藍けら

れT=半D!で■r-･･1I_1る瓜の変相が do1･''4pL'である

ことから

''1,I(t+F'dlILつt･○ (3.2)

に噂しい.ここ[=1･｡は勝 の隻伽 ,L虹 l=JS係L

T=且で.血圧とEflLいるものである.

(lil) 世辞JP手摺 .･ 暮l圧によって正大され,･こ滋

兼学伍の外句に.Ft=讃石のわGB壬IIT=Iがある.こ

のAdは樋のてte辞されTこ慾石から成り立っているの

で'この門番l=圧力が作用すぐり.p',一時的l=ほこのI

が鼓件の如 (LRll=圧力を伝弟すると考えられる.従

ってあとから缶大半任 r･1の拍民に作用する折E pは

その2王者停IFf掛 ･の内E!に作用する如 く見供され

ち.この単侍が前ガまで述べ訂来T-作用半TXLlであ

る･このqlbま1二1旺 (=1つて決まると考え(,hるの
it

Il-([+cp')･･9 (3.3)

とせ くこと/Jt出IjL:る.ここに.は岩石の特性E=よって

定三る一つの定かである.

さて煎斗孔の影状を泣める式 (2.1)2i･J肘 釦 の

抜件式 (21)は何れも転伊手技d及び圧力 tLを含んで

いる (1'の計許E=El出 の如く監大半IZ付tを必牢と

する)のIT･ここで (32)及び (33)式の押野をFF

しく訂べておく必tr.ある.これらの式中[:現れるR

Jf1)･は･控茄から申出するyスの遠足及び書血 こ上

って定まるぺeものであるから.f Tメ ソ ･/ 】ソ的!=

考えて p･cE1'Jと..'5くことが出等ろ.ここ!;1:上

昇蛙上りのK又の切的迫丘である.従って (3.2t.(3.

3)穀 王それぞれ

'J1-ri+LtlTJ)n+ (3･l)

{'-(I+LR'J)qO (3.王)

と甘 くことが出譲る.ここに L'.A,は 1,4〃′その他

を含ん/-'岩石の特性E:辞する定数で.甘わはそれぞれ

圧輸保軌 鞍仲6W とてもFfぷぺ食むのであ,-).

Bl拙 gメの,Bttからの棚 出逆丘11=併しで

は,村E51)の油 式

･-/(王T･ ご:i12N,T. (叫

を琵用する.ここE=7はVスの触 .α.まゴが9サ
ム ,ITト主法R盤 氏q･xの九拝忘軌 T.はJJ文iLZで

ある.lZ,rlを火顎力/[:書しいと耳.さ,拙 速に

師する JotJguClの式▲)

J,-L_lqJViTTTW (3･7)

を担合bせると.(38)は

･-I,,/汁--J,',竿重 く3･8'



このことは近地 のときの淵点が.あくまで負わJO)接

iXiの托恥 lら決'昏∈書'LJ-Jこと[=上る.

_1:速の如く紬 文政が己地 であっTことき(=は,チ

め措畝係数 Cがわかって,.,ILいこ.ギi石の特性を知る
宇がかりが詑めなl.このnlrの革冊は妓述の輔 事に

ついても同じである.摂政汲訟cli.t托晩発政が丁度

C3iTl泣影で行わM ,LはrEltill=求められるが,そn以外

の堵合には昇出しにくいように思わilる.しかし失殴

l=ほ.班 野文は弱旅 でもっても,控鼓騒軒Eに関

する大凡の正江は推定出来るのであって.それは次の封

紙兼の顎で辻へること[=する.

量6 前 菜 葉 晃 破

gg淡粟井軌 =関して,巾村 )では忘l約 に免I,LT=(=

日ぎtLいので,水泡では少しく定ま的な解析i,行って

みる.向7に於で OB をが丁ホール , 0を媒iEiの位

乱 1イを最小手招天機とすると,菜iんが与えられれば

それを襟と見放したときの娘 筆圧 ,･lが定まり,こ

れから(35)式(=上って･･が決められる｡所でこれら

の V,t･から,tEl21=上って F̀ADJ-.)漏斗才しの渇月の

位牡が決定されるが,一方そのときの 1Jが(2A)の鼓

町休作を所見しないと,こつして細られた田占打は難

鮫の加斗孔の1% '1.とは11?)柑 ない｡これがいわゆる対

義兼の鳩舎にあ1=るのであるが,しからは敢 栗のZ柑

斗孔は如何L:して生成さllるれ こllE=ついて(位脚渉

は次の如 くに考えている.

川 7 j指払 1匹苑 也

兼初の煤か0から.上のようにして決めたmJり̂ 'が

蔽勿体件にfW.:fJいとき.は発生iEEuスは出ロfzまめ

で穀もggいJJrFld.即ちdT7 71E-ルOIlの方向E=透け3:

)とする｡そしてUスがOIiに沿うて上昇すれば,そ

れにつれてLl;力の作淵IRが変って景小言淵 はな くな

り,逆に庄力作l打柁0)=F一群･りま,ガxの肝RE!ととも1=

増加する｡従って何時かはこれらが次のW t7;作式を

ざ斉兄するよう(=TLるであ7}う｡

(意 )コ♪･･-ov;T (6･1)

上式で′ろ･附し1=ものは,圧力作用点がOJelll･桔L'L

1こときの,それぞyL対拡ナる宜を由13すもので.d が

前歴】表5のSI=あT=る.令 (6I)式,I,1済たされT=と

きの圧力作用点を 0'とす川 =,E217で戻されるよう

(=0'TL,'がlほ斗孔の形状と,-1るのであ,-J｡

上述の考え力からふIltf,宙袋兼では鮎 に比

して見鄭 タの 〃210(このときは d′,=V')が大きくTご

ろので‥hl斗桁数.J大きくなる.まに脚 ではが丁

ホ ールの穿孔角匿が.i招斗孔の形状に対して相当大き

な凶手I=なっていることもわかるIPあろう.こ11らは

何rLも芦言放の拝具と,よく符合する所である｡



ことから,上式を真≡亮皇して

(L･怒 )T̀'=(且≡p)''',a: (6･3,
とする.右辺串の 4'2g は,栄琵声のiE斗硯 九/那

5;守出采れは招6から褒めるここが出采,左辺の r,

･ノー･1i)茄昏出完るから.fS民上知 .ち,】･た び qlの

宅:汝が柑られるわけてある｡ここて孤 兼の掛 目悪賢

t･'は走法累のときのそれと適って. 漉斗孔半任を,

郷 にttI架に耐斗孔の諜岩で割つ一二ものとしfLけれは

ならない.これは弱装粟の洞古が,内 7のOでなく0′

をは滋として沃硬されるからである.

己で先に1gTこ(62)式は.王T=mSall=番人し/こ掛
適正叫 .那

I-(055pノq亡))/1･((.2LP)

を済足することかち

･.1(÷ )I(I÷2r,Tnt'p)'-I

と変形三日1.ll-i.'RBlを用いれば

･･- (.- 2忘 sB)丁~1 (6･)

とす ることが出完る. こ こて前節[:tJらつてV'ISと

おきigLT=.かくて (6.4)式!=上り,-jZlニ琳JtLと

士小牧抗gZrが与えられれは,櫛 の均合は●払斗孔

の琵そ･ゝとそのff.._の粟島の店拝 t,β書からほ鼓雌

tが抑 出来ること!=''ごろ<

軌 二m!琳TL社台 として,醐 Z:包めて近いよう

TJ.L脚 つ.i,上式 て r書J として

L=cS )】TETIATLeJ

なる公式が柑られる. ここ【こp･-S′1'で淫*される

まで較正比と呼ばれ 一環のifE斗持去ITある.式*[こ

I"が3頭の恵で現rLでいるのほ偵畝の鮫の冬木Jt,ギ ー

机 JJh石内に敵襲として3次元的に洞沢苫4-tると培え

TこWrからくるものである｡しかし舛ESE:生成しTこ恥裂

i,何べてみると.拝才窯片当りの丸秘 は舶 肘近で

は大であるが自由面近くでは汲少し,脚 を過ぎかる

(=つれて劇 から躍斗孔琵rニ沿う7こ亀裂のふ,が主力と

なって,言わは2次元釣TfEがりを持つと老えられる.

残ってCの転 には上式のr7･を2残 !=とつT=方が事

実'=近いようである.刀;ち

L- Em=㌔ (6.5)

である.(65)式で L,n,.Dは何れb卿 鼓の括

果契弗EJl来る丑であるから,われわれはこ川 こより甥

鼓銃 丑 Cの推定を行 うこと.-,'ttl菜る.iZlこの考え力

は.山東放題の者宙T)にも畏れている.

(6.5)式一三触 藁に近い和 光[:ついて成り立つ

も



袋3 ‡く■最且の維持

沃 P 辞孔瓜 辞札 野土 拡兵 セ .ト

S.Z 〟(.n) やDLE 脚 ,.(kg) ,(Tn)繁 だ

I Ct9t 10 1 O.40 0.:姑 C.48

2 075 JtO .1 0.10 C.36 0.1_a

㌦ :≡ :ミ ニ ::≡ ::I慧
5 0.66 41 D 0.15 0.32 0.15

8 】02 11 B O.15 032 0.55

7 0.89 10 0 04D O.38 042

; こ:≡ :; 三 ::二:l:≡ :::

華東 郷 ご比撃
S

33

61

日

45

E!
招

5

.a

土暮色ff欺 C

-kJk仙】t暮 it

衣 5 4 t ･つ ft t■

/ D A tll I

+繁くk瑞 )(ka)竺裏kc%)(怒了 4

.1 7,010 38 Z15 21,(Xり 2.75 8.丘8

11 8.㍍0 5.i 1娼 37.7cc 2.77 1日0

0 9,350 il llL 26.500 3.30 1209

1)9.370 3.9 】.03 22.BCI3 2.96 87占

兼や･印を附しT=ものは菅 しい脚 の

Tこね (らa)式五･ら軒井LT=ものである. こa)虫字を

見ると. 捕 .,僻 ^(=EFする Xo I-4の4CZの適il

の肝[:I).かILりはらつきのあることがLlかる.モきっ

て榊 は聯 tの脱 係丑として.この平棚 E/-

13DJE肋 ､てふよう.

(1.1r)式に.Eる由良係長 Cの和 (=は, 3Clの未

W q'. ll. A,L̂知らねほならTJ.いが,このうち上1

.ま紬 発破の虻庶半径 血lを実消して決めることが出

宗る.即ち dl/Oo7-I+lJ･7JILるER環を珂用する.Sl

叫 は劇 ノlについて,oldJが契即に上って 】SfL

26

ることを知つ1=.こいから tlを■:出十ると
4--0.51(275)'xlは-0.仇74 (TI)

となる.ここに 41の琳血 i,1!=km8C.Ll=kgLJ

を使用してtf7FするものとしTこ.

或る2Clの未知 t ｡一五び 4,4･知るT=Oには,Ft

帆 ;丑琵繋てあれ .I(52)式,樹 でもrLは

(6.3)式を用いることに1..ち.ここで.王達装罪であっ

T=>10.1の晃脚 を用いて入ると.先ずこの事

合の柑 正半･は く51)式より

･一黒 )lF'- よ く豊 )一㌦ ca

となる.そして淋斗指数qが 132であることから.

函bE=1り相当する … -01C5 L̂持て,遼桝 の辞

保式 (52)に代入ナ暮'LlS

11-lCC-(OLl･qt)ItxO･tOS

qll▲-:.HxIC1- く7･2)

を柑 る.次いで (4.t)式を用ItjrLは

石野xl〔lAJ･
γ

3!I

(I+8.6叫一)I

ll+L717J)I

11-CHl (1･3)

が持ちItる.丑筏I=QE.i(フ･=)式に (7･[)の五節

をft大して
･.-5.ZIxIO~lp-5..AICL.lt′(1+lLl'JJ打

-2.33kgcm} (7･4)

と''_-ち.ここで 7 ,し〇 二レ_.

かくしてはさ休Fの叩 .=戎tl.1岩石の特瞳 J･･'

はすへてまわられ■こことに+Jる.即ち

q1-2.33, Al-O,C571S, lI一〇HL

である.上の例ではPtR発軌 =地 銀のJA合せとつに

が,榊 の切合でもこの申扶さは殆んと同じであ

る｡7こTl(7.2)の所でq'tJflr済めるもとの式が (5

2)の代りに (6.3)!=-.･,-.,'1汁である.倒しその時L二

は.讃斗指故として1Iのftり.IpL'を用いfJ.'LlltはTL

ちといことは前m:=三三- 二̀着J)である.

さて上.二相'こ岩石の持珪七から (I.11 式

e-35axIC-･1-0]J､qL一譜 ≡憲 一

-- 柑-÷篭 芳一J

によr).4GZの脈 の切払CW をtf7rすると,次の如

くl:なる.



この轍 をeくま至論tE)としてポ4I=入れてみると,

契点から(65)式を使って柑T=eとか1ごりよく一一丑し

ていることがbかる.淋 現公のようI=ばらつき基い

ものの中で,この軽度の一女をみることは,充分霊鳥

の正当性を示しているものと考えられる.

喜8 引歩 I)応力破gL故 (=よ リtR明が

可能 とな る尭硬の汝現鼓

従来苑故の理由としては,榊 班や,葬性力学

的瓜力鼓吹説や,aZF滋の比射BB力良盛現などが発顕

されているが,榊 の叫はそれらと全く異なり,

引班り主仏力E=J:る鼓環が栂 の工黒帯畝の場合の主

機 であr).他の好窯1=上る鼓項は休作によっては起

ることがあってもそれは弧知的tJ-ものに過ぎないと考

えEL'Jものである.

牡匁でわざわざ帝通の三文発破 と官つT=のは.例え

13平用の目的で散布ヤギ草a)装甲転を安く1=めに,皮

緋 に上る′イーソ鼓無を利用する書合や.鉄板を

鼓勿するために比較的多士の脈 々婆り付けてその反

kl軌 こ幻■を起させる格合等と未定的1ニ異な-る尊台の

解 の作用を考究するの机 桝 の畑 文の目的で

あるからである-

以下木田に及てl土,従宗の諮艮I=よっては説明医だ

I_L文政の滞現屯が.群輔 の力学的現娘[:上ってよく

筏明し柑ることを.lD萌EII_'け述べてふ1こいこ思う.

1.食中抵抗執 こ沿うて亀裂の皇ずること

匠9の如 く苛連の発岳I=放ては,Jt/Jm 提叫こ沿

う帽 が生するが.こrLI土例えは伊&敦夜即 )の高遠

皮等y掛勺冊妃でも蛾 であり,この他製は脚 啓の引

現I)応力祝によれは当然由るへさである｡他の弊1監力

学視,僻 反射桝 では.この耽帆 よ田所'Cある.何

とlL川ま.封新政敏腕では先ず脈 からEldl而-の450
Pl蛇で眼 が生じlJ:けilはならぬし.郷地ブコ草間では

ql類を中心とする同心円状のh毅を生じなけれLZILら

のし,又坪 反B柁蔓では齢 のgl艶の任せを*心とす

る同,L)円状の蛸 が禁じ{_lLlrtllならぬからである.

tt 二 ~ ‥

ヨ 9 尭 鼓 かgZの■句的-1AiliD性伸

二 京袈葉栗鼓で#斗孔が那 Lくbcre-ho)e)に

冶うて蓋すること

27



1 _

汝近 ナ 三 ･JブスpパヰJrの豆官舎Mlか)に充て, l刀月

間の増進速度 8705mと云う諾晴らしし雨迩摩坑3B糟

進の大詑会友i,脚立LT二が.その際の発鼓の心軌 .t,冒

わ!三真ピタミ･Jr形或いは具合元三心技とも許す-きカ

法,をとつている.JiPちど?ミグ｢私LJJ1どこを改良した

ものであって.心技を有効'="rTう-=めに辞孔l=角度を

持たせたものである.

4 BJt洗物が発破敷崇に正賓な彫帝を与えることl

発畝の打の奨池的 (込的)が発政効果に大きな影響

を与え,-Jことは周知の串宍であるが.Ⅱ新噂の引盛 り

応力鼠婆税にJ:川 三,こYLlま当然のことである.この

引摂 り応力Eこ上る鼓舞L=は.ある時間を･要し,決して

頗S..T的ではないからである｡蘇注ぎや鉱車茨では.倭

発の旗阻 こ圧力扱内の三ネ'i--･･,I-が定まってしまうか

ら,域東嶺の和無は兼敏効果に関係がTJ.'いとい )こと

(=なる.こrLは轍 に反するこ言わねはlJ:らぬ｡

5 /)､胡 り先払 こも適用出来ること

小事β発鼓では,Ⅰ卸 lの如く先ず克之小成式も袋(=沿う包

袋が出来次!=対角杖方向の亀裂のEi綴 るのが菅速であ

二

って,こrLは大川珊 LD)

の契顔でもFSlかめられて

いるが,亡脚 の引量Eiり

応力1汲娩税にJhLも TEi
力投がそのように走るか

ら至腐当然の ことであ

る｡即ち普通の光政と小

割り発鼓とで旭 の様相

頭目 小潮典故の犯裂 に関して択米的TJ.蓮94が

V'山菜力の-1和 あるわけではないことが

A:く了解され得る.

6.大罪鼓にもiSr用ul来ること

輩者等の岩礁したは改良款Cの内容は.(､ll)式

により

,.:欄 .こく一iLi｡/JLJ:⊥皿 ここ.
/ (1+L2134)I

(el)

であるが,この式中の分子に合芝YLている出石の引盟

rl臨空感 度 qLは,あくまで均一な岩石にENLでの伍

である｡しかるに大党政の場合では.岩石の郷現や亀

裂が必ず有:在するから, そこでは qEが持当小さいこ

とになる.従って当然煉た尿量をCの銃も棚 軌 二比

して小としなければならぬこと1=なる.

岩石の閏 や,前に送へ7こ穿孔角度などが光政効果

E=相当大きlJ.･影響を与え,3ここについては,旗近の報

告11)にも見ら71./dJところである.

2S

7.布庄Kスによる発軌 こも適用出来ること

芯庄E?～酢 〝ス C.lrdoxや,TTS庄出先 Alrd(⊃Xによ

っても,すかしを切った択EljBなどは発故が可促である｡

而してこ11らの滞庄気体'二は.媒紫のは速に托当する

ものは堪えられないから,その澱幹作用は静力学的む

ものであり,狂EE'=あTLるものは存在しない｡今訳者

等の娼鼓係重文の式 (4日)に放て,猛虎の萌 QZA=0

と1mき且つ理想軟体としてふれほ.

C-35Bx101ql// (82)

隻,柑る｡しかるZ=気体の状取方牡式 1)1′Z=HT より,

I:I■-rとrこ†Lエ

p-〟 l'･･E/A

となるから,これを (82)式にfV＼すると

C-358x10-VLA/L･ (8.3)

を得る｡この (83)某が高圧ガスの圧力を知って捷鼓

碓 JLL･)妃ひる式であるo

同様なことが収 砕損に脚しても晋えるが,その

韻合も倭畝係数が九匹カに逆比例することは勿論であ

る｡

8 節等虻大醗鮫や鉱床発故にも遠用出来ること

節等拡大紺 やFLL底発故の場合には,自由面には全

然洞斗孔が生三じない｡この枝な場合にも車名等の応力

散歩悦を迅Jiけ ることが出来る.

この伍の現象では,号3で並べた風砕半径と拡大半

径とが一致すると考えられるので,頒取扱数 Cを沈め

る式 くくll)で Al-Ltと託けはよい｡JIDち

¢一358×.0･iij23也 (,+i,1,A)XトL'
J

tF､II

を用いればよい｡(8i)式を胤 ,IJtは,異なつT=煩累

に1る締切拡大経 の突放畠炎の盗TLplく説明山薬

る｡勿曲その場合には d'として,舟の引当り鼓室応

力をFf7いる.

9.打線け発鼓と打落し労政

発破で梱りなさilT.=岩石の移動が,顎カに抗して行

わrLる切合と,自由読下を行い和る敏合とでは,同じ

株件に放ても使鼓動奥の見 ることは よ く知られてい

Ll.

相 等の鵜 では,この讃軌 よ次のようにして銭朗

tJ.-∈れる.煤鼓係数 C,+C与えろ式は分子一二岩石の鼓歩

応力 qEが入っているから,qEが大きいときほほ鼓効

果が小さくTJ',3｡今打趨lプ光政と打汚し党政Jを考える

1=,召捕 では岩石を押上げるに蛮する力が岩石の故堕

応力とm思して,雷わは qtが大きくなった抜な形と

なり,fT汚し発鼓ではこれと浬に,既に岩石の白茶に



上り亭慧 りL=15･7f7g】て.･るから,■′が,.h∈くな

ら.建って打捗 1先払1りもfT話し宍鼓の方がより鼓

男9勺であること.i,細 .=琵窮付けられる.しかし弾

性汝tFtや珊 口内では,圧力匠が脚 !=瑚河状に転売

するのであるから,この様fL力rt箆の茂mL主監だであ

ち.

10 ミクモコyl'発鼓の効果J:(脱粥川蘇ること

り 七コソr発破では.;提議の斉発発軌 こ比して岩

石が比tLt'.手_か:=符うす ることはよく知られている

那,その軒匝l=つ.･て.三三▲1具体的''1-正卯が少TJい｡

妊若等の考え:=エ11▲一.牙にのqL合字盟 り主応力:=

よる鼓堕の通行遠見 i比脚 .･ものであり,棚

(=至らないLA真の引etI)応力5'･ffI当時.'J:残額してい

ら. ミヲ七=yl一発鼓て.三.i;反の願 t:よるこのiS

11出払 カの存在･.i,I一所へ.次盟のgE畢eI{JtJT:･て2TL

る結果,怒石の鼓6;'･作用が,q ;Hlるよ)に且bn
ち.このこと.一丑近の伊丘五菜のAa文Il)i=も現rtでい

るが一二のf=めには桝 うfL規馬路力の存在七位浸する

ので.鞘整正や雌 滋粥のようfA'丑酌蜘 さのAt=訪日

1,''こ箆弟で.まt竺明さh柑T_'い.

蔓9 挨 ti

漂着等.三言叩 .=放て,_Dv故の汐の岩石内の応力分売

を謹呈繁.;宏豆.二相 レて.引当り主応力 ニ=るEZ2

校を建てて.未稚:Zその指TEを丈'=応用ガに由って宍

Et∈･Jて何らi一Tこ/Uのでもも.

即ち発色に四す,-J引袋7)主応力W 32fL･失別 け る

1=め(=式の合志AyL偲島化を計り,岩石の特性と捷兼

の特性とをよくfyu-して発故の雄 武を恥 ･f=.その

際姓葉近傍の状態として,捗 宇陀のjtl:甘党･.:上っ

て81采る乾大半世故'J=鞍G?-担怪なるものF'嘩 え,これ

らの佳奈の注度ayl-tEBlと桔び付い◆_Btが.抜実の三

木J.･ギーの外J.=発取.二相当大きな触手として台よれる

ことを見出-~こ.

この書芸を･持し沈めてたくと,次の如く描斉の稔

れ =持ち7ヽ 二̀Hユ11虻rの公 式 J,:専さ出さItる.

L.一r'J

Jgち未完J.'捌 汚.二相,'}1._-こL).Jで3)ら.そIJて式

中の瑳鼓CZf32亡!,'･

｡==eBxl【一1-0･一J>･-()+A･挫少7
/ (トtld:J)I

の如き内容に相当するこじがわかる.この日三船 :=

辞する持EEとしての火策カ′.脱 ガスのSミ娃からの

現出正圧 1.装LA庸兇J,並びに治石の特性としての

引班り松 鼓 だ qI,正常見放 11,や酔鎌女 ら を含ん

29

て
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工業雷管の性能に及ぼす低過度の影響

(町1印3日117124El空相)

木 1こ凹郎 ･jEuJr E ･嗣 村 n苑

(日本化茄Vr尾作栗併火エE.覇xn!)

Z # 7

エ玉田管のl竺能1=糞は十位狙JZ.付L=漬体位策の臣

琵 こ̀ろ - 183.Cの影野を扱射しておくことli,液伝

搬 を実用する墳合:-_対して必繋7'rことである.

勿算術る検討は既に蓄霞に於Ltも,外E表に放て･t'71

211ている｡即ち左木灰l)はエ文脈 を-】B3'cEこ冷

却して先取LT二段,田野が捕る倍屯に放ては等捷現象

を･島するここ,-2見出しT=.そこで魯曙の慣管を ･Je3

●Cに冷却して搬 し,苛議の田竹 上殆んと半解 扱

lz兼し.=正内管のもの及びγル I甘甘のみは半旗と

rJ:ちTL'/ こくを遠へている.邦 .拭Lj,太Jdの防圧

JJは摂最掛 に耽いての各fA舛故の中で.液酸串'L

itL一二各拓胃管に紛.て大半は鞘の牧村.最小瓦経丘

粕 .狩等雌 ,Jf行い.煤軌ま油布の屯皮でri蔽力が

低下するが, 上向内筋.:良舛内甘.=PT内管を用うわ

は威力低下を拓止し得ること,TJV一寸Jqは威力低下

の･'Jい ここを元している.大正t.妊本間氏J)は従宗の

LF向内管の=丑耳管は液伴僧謡の私産では殆んと_li建

現象を品するが,頚管の旭 如何t=依っては完倍する

ので.この昏整正での策蛤は野竹榊 に放て柵造上何

時か参考になるのではないかと考え{)I,L,-Jと法へてい

ら.Stetlbarherllも77t俄は邪の正ネJt-Jr'-を安全に

しかも充分に利周するT=めにはTF117楓 こ丁'}化分団管

fi･用いる-きて,宮沢を用いにものは促粗のlこめに発

火しなくなる｡その瓜田は恐らく汲E(のi森組のTこめて

あろうと三重ぺ ている.軍に又L V Cbrkl)は台東t∃

て使用されている各唖摂℡を同気雷管とL,て用いて,

使臣(185'C,-183●C)で次記の拝1+r各組突放を行

っている.即ち魯甘田廿を清勝 甲に軌 ･◆_時棚と

完は串とのER錦を放す‖′ヤニト-ル ･-キサナイトレ

イhを使用しTL以外の市棚 fl併用しT=もの8.ま時

rrMt点くTLるにつれて兼併蛭実包を莞頒LJ.=くくf_1る

ここ,2さ●C.-80'C.-1.83-Cで各組胃管の姶tが

幹を行い.心度の低下と共 =空軍+･'05-下すること,m

狂の各輔温点で魯蝿や廿の トラウブr/魯榊 を行

ド,その拡大姐は温風 こ放って影野∈lltL･.､こと.前

妃の各粒度でメナ〝ン′故述鶴を用いて雷兼,市兼は

軌 ナト9-〟,1二でT噂魯旺ほ集の接逆を3lq浸し,

捷逆の畔軸 は僻屯の紬 を受けlLい,がそのメクツ･r

は低温恕大きくなり防ちてあること.前記各馬温度で

魯tiは粥を･媒発させ,-Jに必牢なfF表立を求め,床温粗̀

その必弊jLが身 く1J.ること,又並列に轄持し'=2伐の

観 ず管のrinのは発時肝の盤が丙雷管の窒度の托連E=

佐って如何なる影等を受りるかを換㍗し一方が常温で

一方が -eO'Cの放念嫌か'+仰 のあることを戻しIC

いる.

軍々はエ3E市℡ (甘R捷初を使対 しーこちの)の性位

を荒畑毛呂(孝は秘の大小で示す)と鼓倭位 (帝振乱

拷.耗性脚 f娘 苑噂で示す)との=つt=分けて増

え,比噂性偲tJ1-183'C と喜っ倍温で如何なる柵

を受けるかせ悦紀文I駅を参考に1JltiE!?:し,供弘樹発

煙能は依11るが艮rJyrl'rti･使用し添芝草甲1=燃殻を凸

入さ･='こ酵式Z=すると -18.3'Cに冷却しても半規の
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